
刈
田
北
小
学
校
は
、
明
治
10(

１
８

７
７)

年
に
土
師
小
学
校
と
し
て
開
校

し
ま
し
た
。
写
真
は
明
治
41
年
に
建
て

ら
れ
た
校
舎
で
す
。

柵
の
前
に
立
つ
着
物
の
女
性
と
学
生

服
の
男
性
の
６
人
が
先
生
で
、
畑
で
作

業
を
し
て
い
る
の
が
生
徒
の
よ
う
で

す
。
当
時
の
学
校
名
は
刈
田
北
尋
常
小

学
校
と
い
い
、「
八
千
代
町
郷
土
誌
」

(

昭
和
44
年)

に
は
こ
の
年
の
学
級
数

が
4
、
職
員
4
名
児
童
数
は
１
８
４
名

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
か
り
づ
ら
い
の
で
す
が
、
玄
関
の

左
右
に
は
学
校
名
を
書
い
た
看
板
が
掛

か
っ
て
お
り
、
左
の
も
の
に
は
「
刈
田

北
農
業
補
習
学
校
」
と
あ
り
ま
す
。
農

業
補
習
学
校
と
は
、
こ
の
頃
小
学
校
に

付
設
し
て
小
学
校
卒
業
者
な
ど
を
対
象

に
農
業
の
ほ
か
に
修
身
や
国
語
・
算
術

を
教
え
て
い
ま
し
た
。
も
し
か
す
る
と

こ
の
写
真
に
写
っ
て
い
る
の
は
児
童
が

下
校
し
た
あ
と
に
行
わ
れ
た
農
業
補
習

学
校
の
授
業
風
景
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

刈
田
北
小
学
校
は
、
土
師
ダ
ム
の
建

設
に
伴
っ
て
刈
田
小
学
校
と
統
合
が
決

ま
り
、
昭
和
46(

１
９
７
１)

年
3
月

24
日
に
廃
校
、
94
年
の
歴
史
を
閉
じ
ま

し
た
。
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以
前
は
ゴ
ル
フ
に
専
念
し
て
い
ま
し
た
が
、
市
政
に

携
わ
る
身
に
な
っ
て
か
ら
は
、
時
間
を
他
人
に
合
わ
せ

る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、最
近
は
読
書
と
散
歩
が
マ
イ
・

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
タ
イ
ム
で
あ
り
ま
す
。
特
に
散
歩
は
、

毎
日
の
日
課
と
な
り
ま
し
た
。
安
芸
高
田
市
の
四
季

折
々
の
風
景
は
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
古
く
か
ら
こ

の
地
方
に
伝
わ
る
「
も
や
い
」
に
よ
る
地
域
の
助
け
合

い
で
の
田
植
え
の
協
働
作
業
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
地
域
の
清
掃
活
動
、
伝
統
芸
能
の
神
楽
・
田
楽
行
事

等
に
よ
っ
て
、
地
域
の
皆
様
と
の
素
晴
し
い
出
会
い
が

生
ま
れ
、
大
変
楽
し
い
散
歩
が
出
来
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

地
域
の
実
情
を
把
握
・
実
感
す
る
事
が
出
来
ま
す
。
こ

う
し
た
地
域
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
、
地
方
行
政

の
原
点
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
事
を
踏
ま
え
、
住
民
の

皆
様
に
満
足
し
て
頂
け
る
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
出

来
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

家
屋
が
点
在
す
る
中
山
間
地
域
で
は
過
疎
化
が
進

み
、
従
来
の
バ
ス
路
線
を
活
用
し
た
交
通
体
系
の
確
立

が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
に
よ
り
、
自
宅

か
ら
バ
ス
停
ま
で
の
移
動
も
大
変
困
難
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
通
院
・
買
い
物
・
文
化
活
動
な
ど
に

幅
広
く
活
用
で
き
る
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
（
自
宅
か

ら
目
的
地
ま
で
）
の
新
交
通
シ
ス
テ
ム
「
お
太
助
ワ
ゴ

ン
」
を
構
築
し
ま
し
た
。
低
料
金
で
移
動
が
出
来
る
シ

ス
テ
ム
と
し
て
、
好
評
で
あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
著
し
い
本
市《

高
齢
化
率
３
８
．１
％

（
平
成
29
年
3
月
1
日
現
在
）》
で
は
、
将
来
に
わ
た
っ

て
高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み
作
り
が
課
題
で
あ
り
ま

す
。
市
に
は
古
く
か
ら
「
も
や
い
」
の
風
習
が
あ
り
ま

す
。田
植
え
を
す
る
時
、皆
が
よ
り
合
っ
て
田
植
え
を
し
、

自
分
の
田
植
え
が
終
わ
っ
た
ら
手
伝
っ
て
く
れ
た
人
の

田
植
え
を
す
る
。
金
銭
で
清
算
す
る
の
で
は
な
く
、
手

伝
い
合
う
事
で
清
算
を
す
る
近
所
の
助
け
合
い
の
仕
組

み
が
「
も
や
い
」
で
す
。
私
は
こ
の
仕
組
み
を
活
か
し

て
自
助
・
共
助
の
理
念
の
も
と
「
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構

想
」
を
提
唱
し
ま
し
た
。
こ
の
構
想
は
全
て
の
市
民
の

方
が
、
防
災
機
器
の
使
用
方
法
や
介
護
知
識
を
事
前
に

習
得
さ
れ
、
一
人
一
人
が
地
域
で
活
躍
し
て
頂
き
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
補
完
を
し
て
頂
く
も
の
で
す
。
市
民
の

皆
様
に
ご
理
解
を
頂
く
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、

最
近
で
は
自
分
の
こ
と
と
し
て
理
解
し
て
頂
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
の
協

力
を
得
る
事
が
で
き
、
防
災
・
福
祉
分
野
な
ど
の
行
政

コ
ス
ト
を
削
減
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
人

材
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。
私
は
、「
人
種
差
別
」「
男
女
差
別
」
の
解
消
に
取

り
組
む
と
同
時
に
、「
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
」と「
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
」
が
こ
れ
か
ら
の
人
材
の
確

保
に
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
中
山
間
地
・
安
芸
高

田
市
で
の
農
業
・
介
護
等
の
従
事
者
の
人
材
確
保
は
深

刻
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
女
性
が
活

躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
や
外
国
人
の
皆
様
の
助
け
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
女
性
の
活
躍
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、

家
族
・
地
域
・
職
場
の
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
外
国
人
の
方
に
日
本
で
快
く
就
労
し
て
頂

く
た
め
に
は
、
宗
教
や
食
文
化
を
含
む
生
活
様
式
を
理

解
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
市
で
は
将
来
、

必
要
な
人
材
を
確
保
す
る
為
に
、
他
の
自
治
体
に
先
駆

け
て
「
人
権
多
文
化
共
生
推
進
課
」
を
設
置
し
、
多
文

化
共
生
事
業
・
男
女
共
同
参
画
事
業
の
推
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。

●題字：安芸高田市長　浜田一義

「
マ
イ
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
タ
イ
ム
」
を
通
じ
て
思
う
こ
と

2425 広報 あきたかた 平成29年4月号広報 あきたかた 平成29年4月号


